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中間連結業績予想と実績との差異 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  2025 年２月 14 日付で公表いたしました 2025年 12 月期第２四半期（中間期）連結業績予想と本日

公表の実績との差異が生じましたこと、及び最近の業績動向を踏まえて 2025 年 12 月期連結業績予

想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値の差異（2025年 1月 1日～2025年６月 30日） 

 

  
売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 
 

前回発表予想 (A） 
百万円 

4,522 
百万円 

220 
百万円 

205 
百万円 

  125 
円銭 

15.55 

今 回 実 績（B） 4,418 273 297 174 21.49 

増  減  額（B－A） △104 53 92 49  

増   減   率（％） △2.3 24.1 44.9 39.2  

（ご参考） 

前 期 実 績 

（2024年 12月期（中間期）） 

4,075 198 161 58 7.16 

＜差異の理由＞ 

売上高については、精密成形品セグメントにおいて前回予想を上回りましたが、精密金型事業セグ

メントにおいて特に中国で検収手続きに遅れが生じたことなどにより、前回予想を下回りました。 

営業利益については、精密成形品セグメントにおける増収の影響や、精密金型事業セグメントにお

いて特に利益率の高い製品の売上高が予想を上回ったことなどにより、前回予想を上回りました。 

経常利益については、営業利益が前回予想を上回ったことに加え、為替差益 47 百万円が生じたこ

となどにより、前回予想を上回りました。 

親会社株主に帰属する中間純利益については、経常利益が前回予想を上回ったため、特別損失 40

百万円を計上しましたが、前回予想を上回り 174 百万円となりました。 

 



 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含

んでおります。実際の業績は業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 

 

2. 2025年 12月期通期連結業績予想の修正（2025年 1月 1日～2025年 12月 31日） 

 

  
売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A） 

百万円 

8,819 
百万円 

405 
百万円 

367 
百万円 

  226 
円銭 

27.91 

今回修正予想（B） 8,819 440 434 247 30.54 

増  減  額（B－A） 0 35 67 21  

増   減   率（％） 0.0 8.6 18.3 9.3  

（ご参考） 

前 期 実 績 

（2024年 12月期） 

8,251 404 328 139 17.19 

＜修正の理由＞ 

 売上高は、精密成形品事業においては当初予想を上回る見込みですが、精密金型事業におい

ては当初予想を下回る見込みであります。その結果、2 月 14 日付で公表しました当初予想と

ほぼ同程度の売上高を見込んでおります。 

営業利益は、原価率の微減に加え、販売費及び一般管理費も減少する見込みのため、当初予

想を 35 百万円（8.6％）上回る見込みであります。 

経常利益は、営業増益に加え、為替差益の増加により、当初予想を 67 百万円（18.3％）上

回る見込みであります。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、経常増益に加え、特別損益項目で事業用資産に対する

減損損失を計上したため、当初予想を 21 百万円（9.3％）上回る見込みであります。 

 

なお、2025 年 12 月期の期末配当予想額については 1 株当たり 7 円（年間配当金 1 株当たり 7 円）

を予定しており、前回予想から修正はありません。 

以 上 


